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ェ ロ イ カ 大 要

ベ ー ト ー ヴ ェ ンの作 品中， 変奏曲の 占める 役割は 非 常に大きく， 最初の作 品である 幼少
の作の 「 ドレス ラ ーの行 進曲 による9 つの 変奏曲 」 からはじまり， 微妙な形で 変奏曲 楽 章
の 入 っている， 最後の作 品である Op.1 35 の 弦楽 四重奏にいたる 全生涯の 創作活動を通
して， 変 奏曲は 重要 な位置を 占めている。 即ち， 変 奏曲形式で書かれた単独楽 曲は 20 曲
あるが， そのほか に ソ ナタ として書かれた 楽 曲中の， ある 楽 章が 変奏曲形式 であるもの
（熱情 ソ ナタ， ク ロ イ チ ェ ル・ ソ ナタの 各々 第2 楽 章）， あるいは， 作 曲 技 法の 一つ として，
楽 曲中の主 題の発 展に変奏技 巧を用いているもの等が， 数多 く ある。 しかし 一般的 には
「変奏曲 」 とは単独楽 曲を指す。

これら 20 曲の 変奏曲中， 1 801 年以後に作 曲された 「ニロ イ カ 変奏曲 」 「32 の 変奏曲
ハ短調」 「デ ィ ア ベリ 変 奏曲 」 の三 曲が 傑作 とされている。

「ニ ロ イ カ 変奏曲 」 は 1 802 年に作 曲されている が， 丁度こ の時 期 に ベ ー ト ー ヴ ェ ンは
作風に転換を見せ， それまで に なか った自作の主 題で 変 奏を 展開しているこ とが 多い。 こ
の 作も 例 にもれ ず， 1 800 年に作 曲された バレー 音楽 「 プ ロ メテ ウ スの 創造物 Op. 43」 の
終 曲からテ ー マを 取 っている。

ベ ー ト ー ヴ ェ ン自身はこの 変奏曲の 題を 「プ ロ メテ ウ スの主 題 による 変奏曲 」 として，
出 版者へ 申 入れたが， 翌年1 803 年に作 曲された 第 3 交響曲 「英雄 」 の終 楽 章にこの主 題
が 使われて， この 交響曲の方が有名 に な ったため に， この 変奏曲も 「エ ロ イ カ 変奏曲 」 と
呼ばれるよう に な った。 この主 題は 四つの 楽 曲 （ コ ン トラダ ンス 第7 番をも 含めて ） に使
われているわ けで， ベ ー ト ー ヴ ェ ンが， いか にこのテ ー マを 好ん だかが理解できる。

次 にこの 「ニ ロ イ カ 変奏曲 」 の 内 容に目を 転ずる と， ベ ー ト ー ヴ ェ ンの 音楽の 本質であ
る 「苦悩を 克服して 歓喜へ逹する 」 の 現われがこの 曲 においても表 現されている。 即ち，
無気味 な予 告からはじまり， 明るい 撥刺 としたテ ー マがあり， 軽快なもの， 激しく 迫るも
の ， 鋭いもの， 優しいもの， 愛らしいもの， ゆううつ なもの， 壮大 なもの と 移り 変 って ぎ
て ， 変 奏第1 5 で 超越した 威容を示し， その後 フ ー ガの 迫力は 歓喜の歌 に達するのである。
各変奏を 一つ 一つ 演 奏している時は 緊張の 連続で， 気持の 休まりが ないが， 最後のテ ー マ
の回想， 歓喜の 凱歌の部分では ， 勝ち 誇 った充実感にあふれ， 爆発的， 開 放的である。
Largo の部分から後半では Largo の 静けさの 効果があるた め に， フ ー ガの 熱狂的 な 劇的
な盛上りは 生きているし， またテ ー マが 再現する とこ ろは， 我 にかえ ったよう に曲 全体を
引 締めている。 技 術的， 構成的 な面， 力の 配分， また精神 力の点で， 大 変勉強に なる立 派
な曲である。



ベ ー ト ー ヴ ェ ン作曲 「ニ ロ イ カ 変奏曲」 に おけ る 楽曲 分析と演奏法 155 

楽 曲 分析 と 演奏法

構成 変奏曲形式
調 変 ホ 長調 （変奏曲中 変奏第6 ハ短調。 変奏第14 変 ホ 短調。 他は変 ホ 長調）

導 入 部

低音部主題
16 小節 (4+4, 4+4) に反復を 伴 ったも の である （譜例 1) 0 ff で始まる 最初 の主 和 音

は聴 く も の の居 住いを正させ， 人 の注意を 音の方 へ向かせるほど， 圧倒的な 音である。 そ
こ でペ ダルを 一旦切 って間を置き， 低音部主 題が 無気味に 奏される。 ここは 英雄 交響 曲 で
は ピッ ツ ィ カ ー ト 奏法 であるが， ピア ノ で は ス タッ カ ー ト でも， レ ガ ー ト でもな く ， テ ヌ
ー ト でペ ダルを 切 って 演 奏する。 11 小節 の 三連打の部分は突発 的な f で， ぶ っきら 棒で

ある。 3 オク タ ーブ の単純な 旋律であるが， なかなか 劇的である。
A due. 

二 声となる。 ここ ではテ ー マは スラーがかか ってきて， 滑らかな感じとなる。 右手の タ
イ に よ って シ ン コ ペ ー シ ョ ンにな って いるが， これも レ ガ ー ト の感 じを 出 して いる。 Poco

Adagio のところ では， 前 の速さにかかわらず テ ン ポをゆ っ く り取る。 12 小節 の フ ェ ル
マ ー タ のついた Es は D に解決する の であ り， そ の間 の 音は経 過 音である。 次 の半音階

も経 過 音で， Tempo I の 速さを 生み出す。
A tre. 

三声となる。 譜例 2 の弾き方も 考えられる。 そ の場合は 旋律線に注意すること である 。
導 入部 の各変奏の終 りは， 終 止を感じながらもあま り 間を置かず 次へと 進むが， A tre. 

から A quattro. へ の 移 り方は， A quattro. が f で始まることを考 慮 し， 勢いつ けて 次
へと突進する ゜

A quattro. 

四声となる。 こ の 内戸の三度は大変弾きに く い。 譜例 3 で練習すると よい。 5 小節 目 の
第二 音 Gは 抜けやすい の で手首を 上手に 利用 して弾 く 。 16 小節目 の第一音は A quattro 

の終 止である の でペ ダルは 短 く 切る。 次 の ス ケ ー ルは高 音部主 題を 溝 く経 過 音である。
ベ ー ト ー ヴ ェ ンは 「 エ ロ イ カ変奏曲 」 を 30 の変奏曲とい っ たそ う であるが， 導 入部 の

変奏も 数の 内に 入れた よ う である。
高音部主題
これが 「ニ ロ イ カ変奏曲 」 の主 題となる （譜例 4)。 前 述の よ うに， 「プ ロ メテ ウ ス の 創

造物 」 からテ ー マを取 り 上げて いる。 プ ロ メテ ウ スはギ リ シャ神 話 の 巨人 であ り， ベ ー ト
ー ヴ ェ ン の 偶像的英雄 であ っ た。

高 音部主 題はも ちろん のこと， 低音部主 題 のこ の曲全体 への 位置も大き く ， 変奏第9 ,
変奏第13, 変奏第14 vま 低音部主 題 の変奏であ り， フ ー ガの主 題にも 使われて いる。 ニ
つ の主 題を 比べてみると， 内容的には異なるが， 両主 題とも 8 小節と 8 小節 （各々 繰返
し） の 16 小節 で作られて お り， フ ェ ル マ ー タ の 位置， ff の 三連打が同 小節にある。 こ の

ことから， 変奏がそれ ぞれ 入 り組ん でいても 不思 議には 聞えない。
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変 奏 第 1
左手の Bass は低音部主 題 から取 って いる。
変 奏 第 2
大変 力強い曲 である。 ペ ダルを 左手の フ レ ー ズに合わせて 多め に使う。 この 曲 に は カ デ

ン ツ ァが 挿入されて いるが， カ デ ン ツ ァがある 変奏曲 はこの 曲のみ である。 Tempo I か
らの長 い ス ラ ーの中 に， 各小節の終 りの三 連符の 流れが 優雅である。 9 小節 目 からの指 使
いを 他の方 法で示 してみる。 （譜例 5)

変 奏 第 3
この 曲 は ペ ダルをほ とんど 使わな い位に歯切れ よく弾き， 変 奏第 2の 流れのある 力強さ

に対 し， 断片的な 力を 表現する。 9 小節 からの 各小節の 左手 sf の B 音は主 題中の 三連打
に通ずる。 フ ェ ルマ ータの後 は， 和 声的変化 I6 , IV7 を考 慮 し， 後の Iふ V7, I は一気
に ff へ と持 って行く。 変 奏第1 ～ 第 3 迄は f の 群をな し， 次の 変奏第 5～第7 は P の
群をな し対 象させる。

変 奏 第 4
この 変奏は左手の 滑かな 流れ に神 経を 使う。 右手がテ ー マの 変奏であるこ とを考えて お

く 。 右手の スタ ッ カ ー ト は手首の 力をぬ 彦， 軽く はずませる 。
変 奏 第 5

前半の 8 小節の 内， 初めの 4 小節 は右手に， 後の 4 小節 は左手に， 後半の 8 小節 は
両手に主 題がある。 9 小節の 左手の sf は右手の sf へ と関連させる。 9 小節 目 から フ ェ
ルマ ー タ に向けて sf の 音を 鋭く 打鍵 し， さら にク レッ シ ェ ン ドするの で少々 切追気味 と
なる。 フ ェ ル マ ータの後 はペ ダルを 切 り， 新たな 気分 で静か に始める。

変 奏 第 6
は じめの スタ ッ カ ー トを生 か して1 小節の 頭にペ ダ ルを 使用する。 左手は鍵盤を 這う よ

う に進むが， このオクタ ーブの 連続を P で弾くこ と に注意する。 この 変奏は ハ 短調であ
るが， 最後の 23~24 小節 に変 ホ長調に変 り， 急に 明るくな って 変奏第7 へ と最終 小節の
経過 音は突進する。

変 奏 第 7
一拍の づれのあるオクタ ーブ カ ノ ンである。 片手練習 をする と 左右の 曲想が 統一出 来る。

特 に 7 小節， 14 小節の 2 拍 目が 難 し い。 終 り はあ っさ り と ペ ダルを 切 って， 空 白を作
り ， し っ と り と 次の 変奏第 8 へ と 入る。

変 奏 第 8
この 変奏では旋律を 左手で弾くのが普通 であるが， それを 逆に してみるのも 一法である。

即ち， は じめの部分 は 譜例 6の よう に旋律を 右手 に持 って来て歌わせる。 そ して 5 小節
で左手に戻 して弾き， 7 小節 で右に変 り， 9 小節の ff の B が 非常 に低いため， ここ は
左手で演 奏する。 1 3 小節の 左手の指 使 い は 「譜例7」 に よる と やわら か い表 現が できる。
この 変奏は全体 に ソ フ トなタ ッ チ で演 奏する。

変 奏 第 9
変奏第 8 と は対 象的に， この 変奏ぱ Sempre f であ り， 左手の sf の 利いた B 音を 鋭

く 響かせて， 強大な 変奏 とする。 この B 音の前 打音は低音部主 題 である。
変 奏 第 10
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旋 律は 譜例 8 で示したように 内在している が ( 0 印）， リ ズ ムの 崩れを防 ぐため 短い ス
ラ ーを考 慮する。 二 拍子を体に 感じ， 両手とも 軽く 飛ぶように 弾く。

変 奏 第 11
左手は 弦の 音色を思い 浮べ ， 3 度， 4 度， 5 度が融合するように 左手を取上げ て練 習す

る。 右手の 旋律は愛らしい。
変 奏 第 12
右手と 左手の 応 答である。 最後の 小節では 左手の方 が早く スタッ カ ー トで 終 っ ているこ

とを考え て ペ ダ ルを 使用する。
変 奏 第 13
低音部主 題の変奏。 これは外 声が非 常に 離れ ている上に， 即座に 内声の 和音に 戻るため ，

鋭敏な 運動神経 が必要である 。 外 声を 濁さないためには上体を 低めに位 置するとよい。 最
後の ペ ダルは 短い。

変 奏 第 14
低音部主 題を 使用。 テ ン ボはややゆるやかである。 主 題は， はじめの 8 小節では高 音部

にあり， 後の 8 小節では 低音部に 移る。 18 およ び 20 小節， 26 およ び 2 8 小節の 低音
部の B 音は主 題 音である。 2 1 ~2 4 小節， 2 9~31 小節の ペ ダリ ン グは 左手の ス タ ッ カ ー

ト およ び 休止 符を考えて 使用する。 Largo の前の 半 音階進 行はゆ っくり 演 奏する。
変 奏 第 15
この変奏は明る ＜ ， の びの びと 大らかである。 気持を 大きく持 ち フ レ ー ズを長く 保つ。

はじめの 8 小節は， 次には 装飾されて 繰返される。 その後の 8 小節も (16小節終り B 音
-2 4 小節） 次に 装飾され て反 復される (2 4 小節終りの B 音ー32 小節）。 「7 小節の 休符
は フ レ ー ズ中のものであり， 8 小節の 休符は 終止を表わす」という 休符の表 現を考える。
9 小節およ び 11 小節の P で 弾く ア ルペッ ジ ョは f の ア ルペッ ジ ョの エ コ ーと考える。
ペ ダ ルは f で 踏み P の ア ルペッ ジ ョで 短く 切 る。 Coda の 37 小節の 終りは 各音を丁 寧

に 弾き， ゆるやかに 38 小節の G 音へと 滑 っ て行く。 38 rv39 小節の表 現は ， ppp~ f ま
での 音量の 幅を 広げる。 39小節の三連打音の 速度を 安定させ， その 速さで 次の Finale の
二分 音符のテ ー マを 弾い てゆく。 Coda が 消えた中から 自 然に Finale の フ ー ガの テ ー

マ （低音部主 題， 譜例 9) が現われる。 前 Coda は 終了しても 音楽は Finale へと 続 い て
いる。

Finale 
静かに 現われたテ ー マも 次第に 激しさを加え， 三声で織りなしていたものも 110 小節

からは 和声的となり， 三つの強大な 和音で 頂上に達し ， Adagio は 素朴に ペ ダ ルを 切 っ て，
変 ホ長調の 装飾的 音階が高 音部主 題を高らかに 再現へと 導く。

Andante con moto の 構造は， 主 題 が高 音部で 奏される 32 小節と， 主 題 が低音部で
勝 ち 誇 ったように 壮大に歌われる 32 小節， それに主 題のはじめの 4 小節をリ ズ ム的に
短 縮した 9 小節 とから成り立 っ ている。 最初の 32 小節では 低音部主 題も 左手に 使用さ
れている。 後 半の 32 小節の 左手は 凱歌のように， 堂々と Marcato に 猿奏する。 その時 ，
各小節の 終りの staccato と sf に気を配る。 特に 35 小節， 43 小節の sf は見 逃し 易い。
55 小節と 63 小節の 左手は 声部 が二分し， 上 声部 が主 題である。 64 小節からは 一挙に主
音へと突進し て， 強力な V. I の 和音で 曲を 閉じる。



158 八 木 宏 子

迂 1引 IC 鐸 Cヽ

l[
11

,し' ..,..,） ［ lI: tp l 
f tJ l j I  | 」 1 」. h l` I ̀ I ↓ "

i
＼ 

→＇｝ 

在、

＇v

レ ll: 7. l m :、 l -． 1 ]、 《

‘

「 I f l f t 1 A、J Il げ，i

謹 炉I 2. 
ff . ． . p 
L、 R. L. 

［
 

ー· l 

工討
i '·
 ． 

•
 

:c.li; ：口 □
〗 レ

ぃご t l f・ [ | f i l 「 三戸 t 叩げ冒！戸|4-l

9 .. … • -T、｀直 — - b〗噂いf. ’-

R. = 



ベ ー ト ー ヴ ェ ン作曲 「ニ ロ イ カ 変奏曲」 に おけ る 楽 曲 分析 と 演奏法 159 

言誓 悧 6 R .  
-- . 1----- __. -----..1 ..... 

． 

竺戸:

0 ＾^ •叫パ「 J

勺:t ;- ら/j ihlg ザ, .i介 ，＂` -̀ 社
I
、rrl

i

/

―

』 ⑤ -／ , '叫叶，＿＿

藷 倒 � A l l ヽ ro coれ brt o りi ; ¢卜 f ! よ ii -」 - 、 十 声

参 考 文 献

世界大音楽全集 ベ ー ト ヴ ェ ン ピ ア ノ 曲 集
ベ ー ト ヴ ェ ン の ピ ア ノ 作品 伊藤義雄著
Beethoven Variationen Edi tion Peters. 




